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平成１８年３月期  第３四半期財務・業績の概況（連結） 

平成１８年１月３０日 

上場会社名 株 式 会 社 横 浜 銀 行 （コード番号：８３３２ 東証第１部） 

（ＵＲＬ http://www.boy.co.jp/ ）   

代  表  者  頭 取  小 川 是 ＴＥＬ：（０４５）２２５―１１１１（大代表）

問合せ先責任者  経営企画部主計室長 前 川 洋 二 
 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

  
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 

内容については、後記「四半期財務・業績の概況の作成のための基本となる事項」を参照願います。

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 

③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 無 

 
 
２．平成１８年３月期第３四半期財務・業績の概況（平成１７年４月１日 ～ 平成１７年１２月３１日） 

(1) 経営成績（連結）の進捗状況 （注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 経 常 収 益 経 常 利 益 
四半期（当期） 
純 利 益       

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

１８年３月期第３四半期 174,843（△6.4） 70,174 （  7.1 ） 43,115 （  8.7 ）

１７年３月期第３四半期 186,865（  ─ ） 65,476 （  ─  ） 39,646 （  ─  ）

(参考)１７年３月期 260,599 96,482 57,706 

 

 
１株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後           
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円    銭 円    銭

１８年３月期第 3四半期 30  59 30  53

１７年３月期第 3四半期 29  39 27  04

(参考)１７年３月期 42  22 39  64

（注）経常収益、経常利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。なお、四半期

財務・業績の概況は、１７年３月期第１四半期より開示しておりますので、１７年３月期第３四半期の対前

年同四半期増減率については記載しておりません。 

 
(2) 財政状態（連結）の変動状況 

 総 資 産 株 主 資 本      株主資本比率 １株当たり 
株 主 資 本      

 百万円 百万円 ％ 円    銭

１８年３月期第 3四半期 10,611,137 660,260 6.2 470  11

１７年３月期第 3四半期 10,332,258 574,849 5.5 405  17

(参考)１７年３月期 10,690,128 596,886 5.5 422  95

 

 
３．平成１８年３月期の連結業績予想（平成１７年４月１日 ～ 平成１８年３月３１日） 

平成１８年３月期の業績予想につきましては、平成１７年１１月２４日公表の数値から変更はあり
ません。 

以  上 
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〔添付資料〕 

１．四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円） 

科  目 

当四半期(A) 

（平成 18 年 3 月期

第３四半期末）

前年同四半期(B)

（平成 17 年 3 月期

第３四半期末）

比 較 

(A)-(B) 

（参考） 
平成 17 年３月期末 

(C) 

比 較 

(A)-(C) 

（資産の部）     

現金預け金 307,631 274,645 32,986 566,483 △258,852

コールローン及び買入手形 37,146 9,845 27,301 86,959 △49,813

債券貸借取引支払保証金 2,965 － 2,965 － 2,965

買入金銭債権 259,292 164,348 94,944 200,976 58,316

特定取引資産 81,933 53,430 28,503 50,925 31,008

有価証券 1,356,667 1,382,316 △25,649 1,432,580 △75,913

貸出金 8,058,225 7,842,303 215,922 7,790,062 268,163

外国為替 6,928 6,188 740 6,261 667

その他資産 91,467 124,480 △33,013 90,100 1,367

動産不動産 137,687 143,298 △5,611 141,617 △3,930

繰延税金資産 11,533 65,769 △54,236 48,787 △37,254

連結調整勘定 880 1,130 △250 1,056 △176

支払承諾見返 320,960 336,657 △15,697 349,167 △28,207

貸倒引当金 △62,183 △72,158 9,975 △74,850 12,667

資産の部合計 10,611,137 10,332,258 278,879 10,690,128 △78,991

（負債の部）  

預金 9,256,938 8,950,474 306,464 9,257,078 △140

譲渡性預金 154,440 66,651 87,789 39,861 114,579

コールマネー及び売渡手形 15,044 176,375 △161,331 168,186 △153,142

特定取引負債 2,104 1,963 141 2,165 △61

借用金 32,380 33,439 △1,059 33,439 △1,059

外国為替 150 218 △68 60 90

社債 65,000 86,000 △21,000 86,000 △21,000

その他負債 76,719 79,113 △2.394 130,878 △54,159

退職給付引当金 85 75 10 74 11

再評価に係る繰延税金負債 22,736 22,917 △181 22,773 △37

支払承諾 320,960 336,657 △15,697 349,167 △28,207

負債の部合計 9,946,561 9,753,887 192,674 10,089,684 △143,123

（少数株主持分）  

少数株主持分 4,315 3,521 794 3,557 758

（資本の部）  

資本金 215,090 214,844 246 214,862 228

資本剰余金 176,709 176,464 245 176,482 227

利益剰余金 174,891 151,837 23,054 170,107 4,784

土地再評価差額金 32,516 32,259 257 32,048 468

その他有価証券評価差額金 64,195 17,281 46,914 26,202 37,993

為替換算調整勘定 △0 △0 0 △0 0

自己株式 △3,142 △17,836 14,694 △22,815 19,673

資本の部合計 660,260 574,849 85,411 596,886 63,374

負債、少数株主持分及び

資本の部合計 
10,611,137 10,332,258 278,879 10,690,128 △78,991

（注） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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２．四半期連結損益計算書 

（単位：百万円） 

科  目 

当四半期(A) 

（平成 18 年 3 月期

第３四半期） 

前年同四半期(B)

（平成 17 年 3 月期

第３四半期） 

比 較 

(A)-(B) 

（参考） 

平成 17 年３月期

（要約） 

経常収益 174,843 186,865 △12,022 260,599 

資金運用収益 127,853 128,982 △1,129 174,385 

（うち貸出金利息） ( 113,834) ( 116,544) ( △2,710) ( 155,192)

（うち有価証券利息配当金） (   9,841) ( 10,592) (   △751) ( 16,324)

役務取引等収益 35,441 31,892 3,549 46,359 

特定取引収益 279 682 △403 924 

その他業務収益 8,173 11,111 △2,938 20,096 

その他経常収益 3,094 14,196 △11,102 18,833 

経常費用 104,668 121,388 △16,720 164,116 

資金調達費用 5,034 4,565 469 5,941 

（うち預金利息） (  2,938) (  1,690) (  1,248) (  2,359)

役務取引等費用 5,061 5,957 △896 8,588 

特定取引費用 － 53 △53 143 

その他業務費用 5,435 7,171 △1,736 12,396 

営業経費 67,445 65,436 2,009 87,290 

その他経常費用 21,690 38,203 △16,513 49,755 

経常利益 70,174 65,476 4,698 96,482 

特別利益 3,196 2,991 205 4,690 

特別損失 322 1,075 △753 1,397 

税金等調整前四半期(当期)純利益 73,048 67,392 5,656 99,775 

法人税、住民税及び事業税 17,999 10,177 7,822 13,863 

法人税等調整額 11,229 17,140 △5,911 27,835 

少数株主利益 703 426 277 368 

四半期（当期）純利益 43,115 39,646 3,469 57,706 

（注） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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３．四半期連結剰余金計算書 

（単位：百万円） 

 

当四半期(A) 

（平成 18 年 3 月期

第３四半期） 

前年同四半期(B)

（平成 17 年 3 月期

第３四半期） 

比 較 

(A)-(B) 

（参考） 

平成 17 年 3月期

（資本剰余金の部）   

資本剰余金期首残高 176,482 149,839 26,643 149,839

資本剰余金増加高 227 26,624 △26,397 26,642

旧商法に基づき発行された転

換社債の転換による増加高 
－ 26,564 △26,564 26,564

増資による新株の発行 227 57 170 74

自己株式処分差益 0 2 △2 2

資本剰余金四半期末（期末）残高 176,709 176,464 245 176,482

（利益剰余金の部）  

利益剰余金期首残高 170,107 154,132 15,975 154,132

利益剰余金増加高 43,170 39,677 3,493 57,947

四半期（当期）純利益 43,115 39,646 3,469 57,706

土地再評価差額金の取崩によ

る増加高 
54 30 24 241

利益剰余金減少高 38,386 41,972 △3,586 41,972

配当金 11,994 7,130 4,864 7,130

役員賞与 49 － 49 －

自己株式消却額 25,820 34,842 △9,022 34,842

土地再評価差額金の取崩によ

る減少高 
522 － 522 －

利益剰余金四半期末（期末）残高 174,891 151,837 23,054 170,107

（注） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

  

 

【四半期財務・業績の概況の作成のための基本となる事項】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当行は、中間（連結）財務諸表等の作成基準をベースとしつつ、以下のとおり一部簡便な手続きを採用し、

四半期財務・業績の概況を作成しております。なお、四半期財務・業績の概況に関する計数は、監査法人に

よる監査を受けておりません。 

［簡便な手続きの内容］ 

貸倒引当金の計上基準 

平成１７年１２月末時点の資産査定の結果による債務者区分に基づく対象債権残高に対し、前中間連

結会計期間の予想損失率を使用し計算しております。 
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平成１８年３月期 第３四半期決算 説明資料 

 

当行の平成１８年３月期第３四半期（平成 17 年４月１日から平成 17 年 12 月 31 日）における四半

期情報について、お知らせします。 

（注） 以下に記載する数値は、監査法人による監査を受けておりません。 

 

１．平成１８年３月期第３四半期損益概況（単体） 
  

 （単位：億円）

 

 

当四半期 

(平成 18 年３月期

第３四半期) 

（９か月間） 前年同期比

前年同四半期 

(平成 17 年３月期 

第３四半期) 

（９か月間） 

平成 18 年３月期

予想 

（１２か月間）

業務粗利益 １,５０８ １４ １，４９４ ２，０８０

国内業務部門利益 １,４７８ １９ １，４５９ ２，０３４

資金利益 １,２１１ △１２ １，２２３ １，６４４

役務取引等利益 ２５３ ４３ ２１０ ３６５

特定取引利益 ３ △４ ７ 

その他業務利益 １１ △８ １９ 

国際業務部門利益（外貨建部門） ３０ △５ ３５ ４６

経費（△） ６４２ ５ ６３７ ８７０

うち人件費（△） ２２５ ３ ２２２ 

うち物件費（△） ３７１ ３ ３６８ 

業務純益(一般貸倒引当金繰入前） ８６６ ９ ８５７ １，２１０

一般貸倒引当金繰入（△） △２１ △４ △１７ 

業務純益(一般貸倒引当金繰入後） ８８７ １３ ８７４ 

臨時損益 △１９５ ３２ △２２７ 

うち不良債権処理額（△） １８４ △１２８ ３１２ 

（参考）与信費用（注） １６３ △１３２ ２９５ ２００

うち株式関係損益 △４ △１０６ １０２ ０

うち株式等償却（△） ６ ４ ２ 

経常利益 ６９１ ４４ ６４７ １，０００

特別損益 １９ ９ １０ 

法人税等(法人税等調整額を含

む)(△) 
２８６ ２３ ２６３ 

四半期（当期）純利益 ４２４ ３０ ３９４ ５８５

（注）与信費用＝不良債権処理額＋一般貸倒引当金繰入（貸倒引当金取崩額を含む） 
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２．「金融再生法ベースのカテゴリーによる開示」（単体） 

（単位：億円､%） 

 平成 17 年 12 月末 平成 16 年 12 月末 平成 17 年９月末

 破産更生債権及び 

これらに準ずる債権 
275 317 273 

 危険債権 1,490 1,848 1,464 

 要管理債権 512 696 507 

要管理債権以下 計 2,278 2,862 2,245 

 要管理債権以外の 

要注意先債権 
6,183 7,214 6,138 

 正常先債権 73,581 70,005 71,544 

正常債権 計 79,764 77,220 77,682 

合 計 82,042 80,082 79,928 
   

要管理債権以下の割合 2.7 3.6 2.8 

（注） 上記の四半期末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第４条に規

定する各債権のカテゴリーにより分類しております。 

 

３．自己資本比率（国内基準） 

 

 平成 18 年３月末 

（予想値） 

平成 17 年９月末 

（実績） 

平成 17 年３月末 

（実績） 

連結自己資本比率 １０％台半ば 10.93％ 10.95％ 

連結 TierⅠ比率 ８％台前半 8.73％ 8.39％ 

（注）上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。 

 

４．時価のある有価証券の評価差額（単体） 

（単位：億円） 

平成 17 年 12 月末 平成 16 年 12 月末 平成 17 年９月末 

評価差額 評価差額 評価差額 

 

時 価 

 うち益 うち損

時 価

 うち益うち損

時 価 

 うち益うち損

その他有価証券 12,615 1,076 1,167 91 12,585 289 414 125 11,584 626 724 97

株 式 2,551 1,105 1,146 40 1,649 273 391 117 2,075 640 707 66

債 券 7,176 △28 5 34 9,186 16 19 2 6,878 △9 9 19

 

その他 2,887 △0 16 16 1,750 △0 3 4 2,630 △4 7 11

（注）１．有価証券のほか、買入金銭債権中の信託受益権を含めております。 

２．満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。 

（単位：億円） 

平成 17 年 12 月末 平成 16 年 12 月末 平成 17 年９月末 

含み損益 含み損益 含み損益 

 

帳 簿 

価 額  うち益うち損

帳 簿

価 額  うち益 うち損

帳 簿 

価 額  うち益うち損

満期保有目 
的の債券 

568 0 1 1 278 △0 0 1 502 △0 0 1

３．子会社・関連会社株式に係る含み損益につきましては、該当ありません。 

 

Ａ 

Ｂ 

Ａ／Ｂ 
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５．デリバティブ取引（単体） 

（１）金利関連取引 
（単位：億円） 

平成 17 年 12 月末 平成 16 年 12 月末 平成 17 年９月末 
区分 種類 

契約額等 時 価 評価損益 契約額等 時 価 評価損益 契約額等 時 価 評価損益

取引所 金利先物 255 0 0 1,150 △0 △0 149 8 8

金利ｽﾜｯﾌﾟ 38,289 38 43 24,469 14 29 34,566 34 39
店頭 

その他 1,203 △5 14 901 △1 11 1,200 △4 14

合 計  58 41  53

（注）１．ヘッジ会計を適用しているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。 

   ２．金利スワップの「時価」と「評価損益」との差額は、「銀行業における金融商品会計基準適用に関する会

計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別監査委員会報告第 24 号）に規定する経過措置を適

用し、平成 15 年３月末まで実施していた「マクロヘッジ」に基づく繰延ヘッジ損益であります。 
 

（２）通貨関連取引 
（単位：億円） 

平成 17 年 12 月末 平成 16 年 12 月末 平成 17 年９月末 
区分 種類 

契約額等 時 価 評価損益 契約額等 時 価 評価損益 契約額等 時 価 評価損益

通貨ｽﾜｯﾌﾟ 3,636 7 7 2,232 3 3 3,390 4 4

為替予約 958 △0 △0 436 1 1 383 △0 △0店頭 

通貨ｵﾌﾟｼｮﾝ 202 0 0 154 0 0 371 0 0

合 計   7 5  4

（注）ヘッジ会計を適用しているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。 
 

（３）株式関連取引 

株式関連取引につきましては、該当ありません。 
 

（４）債券関連取引 

（単位：億円） 

平成 17 年 12 月末 平成 16 年 12 月末 平成 17 年９月末 
区分 種類 

契約額等 時 価 評価損益 契約額等 時 価 評価損益 契約額等 時 価 評価損益

債券先物 213 △0 △0 250 0 0 41 △0 △0
取引所 債券先物 

ｵﾌﾟｼｮﾝ 
─ ─ ─ 130 △0 0 ─ ─ ─

店頭 
債券店頭 
ｵﾌﾟｼｮﾝ 

1,500 △15 4 1,000 13 0 500 △5 0

合 計  4 0  0
 

（５）商品関連取引 

商品関連取引につきましては、該当ありません。 
 

（６）クレジットデリバティブ取引 

クレジットデリバティブ取引につきましては、該当ありません。 
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６．国内預金・国内貸出金の状況（単体） 

（単位：億円） 

 平成 17 年 12 月末 平成 16 年 12 月末  平成 17 年９月末 

国内個人預金 72,330 70,323  69,927 

うち流動性預金 44,419 41,412  41,666  

うち定期性預金 27,463 28,281  27,706 

国内法人預金 17,655 17,100  17,522 

国内その他預金 2,641 2,174  3,470 

国内預金合計 92,627 89,597  90,921 

(参考)個人投資型商品合計 11,107 9,309  10,789 
      

国 内 貸 出 金 80,581 78,458  78,505 

（注）１．上記計数は、国内店分（除く特別国際金融取引勘定）であります。 

２．国内その他預金には、公金預金や金融機関預金が含まれます。 

３．流動性預金＝当座預金＋普通預金＋貯蓄預金＋通知預金 

定期性預金＝定期預金＋定期積金 

４．個人投資型商品合計は、個人向けの外貨預金、投資信託、年金保険、公共債の各残高の合計であります。 

 

以 上 


